
理
事
会 

 

表
彰
・
認
定 

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

輝
く
職
人
さ
ん

輝
く
職
人
さ
ん
 

輝
く
職
人
さ
ん

輝
く
職
人
さ
ん
 

輝
く
職
人
さ
ん
 

松
本
明
様
 

松
　
新
 

　„
松
新
“
は
、
市
営
原
団
地
の

南
に
位
置
し
、
焼
肉
・
和
食
・
鍋

物
か
ら
定
食
・
折
り
詰
め
料
理
、

そ
し
て
宴
会
・
法
事
・
祝
い
事
ま

で
巾
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。
昭

和
五
十
九
年
に
開
店
し
て
、
今
年

で
二
十
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
 

　
厨
房
で
腕
を
奮
っ
て
い
る
料
理

人
の
松
本
明
（
四
十
一
才
）
氏
に

伺
い
ま
し
た
。
料
理
専
門
学
校
を

卒
業
後
四
年
間
の
修
業
を
行
い
、

父
親
の
経
営
す
る
こ
の
店
の
料
理

人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
を

し
て
い
て
最
高
の
喜
び
は
、
お
客

様
の
「
お
い
し
か
っ
た
」
の
一
言

だ
そ
う
で
す
。
料
理
に
対
し
て
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
「
旬
の
食

材
多
く
を
用
い
た
料
理
を
提
供
す

る
こ
と
」
そ
れ
は
美
味
し
さ
に
つ

な
が
る
と
も
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
「
現
在
も
少
し
使
っ
て

い
る
が
、
愛
鷹
牛
を
本
格
的
に
用

い
た
料
理
を
作
っ
て
み
た
い
」
と

取
材
中
も
試
作
に
挑
ん
で
い
ま
し

た
。
研
究
熱
心
な
一
面
を
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

帰
り
際
、
美
味
し
そ
う
な
焼
肉
の

匂
い
に
思
わ
ず
唾
液
を
呑
み
込
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
久
保
田
　
正
彦
 

　
　
　
　
師
　
走
 

 
年
末
、
組
織
基
盤
強
化
月
間
（
 

巡
回
）
で
会
員
宅
を
回
る
と
、
景

気
の
厳
し
さ
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
肌
で

感
じ
る
。
年
を
越
す
た
め
、
わ
ず

か
数
十
万
円
の
運
転
資
金
を
何
と

か
し
た
い
と
、
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た

相
談
を
受
け
る
。
す
ぐ
に
日
本
政

策
公
庫
の
マ
ル
経
資
金
で
対
応
し

た
。
 

　
多
く
の
事
業
所
で
は
、
年
末
に

商
品
の
棚
卸
を
行
う
。
私
も
こ
の

時
期
に
は
業
務
（
仕
事
）
の
棚
卸

を
行
い
、
未
実
施
の
業
務
を
洗
い

出
す
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

会
員
の
カ
ル
テ
（
相
談
処
理
票
）

の
整
理
も
行
う
。
業
務
の
棚
卸
を

行
う
と
自
然
に
仕
事
の
成
果
や
反

省
が
頭
に
入
り
、
来
年
に
向
け
て

の
方
向
性
や
目
標
が
見
え
て
く
る
。

そ
の
意
味
で
棚
卸
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
、
と
言
え
る
。
 

　
商
工
会
は
年
が
明
け
る
と
す
ぐ
、

会
員
の
年
末
調
整
と
決
算
指
導
が

始
ま
る
。
今
年
世
間
で
は
「
事
業

仕
分
け
」
が
流
行
し
た
。
こ
れ
か

ら
商
工
会
は
帳
簿
の
仕
訳
作
業
が

待
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
早
め
に
確

定
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｉ
 

経
営
指
導
員
だ
よ
り
 

　
平
成
二
十
一
年
度
の
本
商
工
会

会
員
の
市
技
能
功
労
者
表
彰
の
受

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

氏
 
　
名
（
事
業
所
名
）
　
職
種
 

山
本
　
智
（
山
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

　
　
　
　
　
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
職
 

石
原
　
勝
（
石
原
理
髪
店
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
容
師
 

有
本
義
之
（
有
本
写
真
店
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
師
 

鈴
木
廣
一
（
鈴
木
硝
子
店
）
 

　
本
年
度
か
ら
沼
津
ブ
ラ
ン
ド
認

定
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
第
一
回

目
の
選
考
（
食
料
品
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
商
工
会
会
員
の
認
定

品
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

認
定
品
　
事
業
所
名
 

戸
田
塩
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
戸
田
塩
の
会
 

楽
旨
茶
　
石
田
茶
業
 

井
田
塩
　
お
く
だ
荘
 

お
く
だ
荘
の
と
こ
ろ
て
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
だ
荘
 

へ
だ
港
は
ん
ぺ
ん
 

　
　
　
沼
津
市
商
工
会
戸
田
支
所
 

へ
だ
た
ち
ば
な
　
沼
津
市
戸
田
 

　
　
　
　
　
中
核
農
業
者
協
議
会
 

駿
河
湾
深
海
魚
押
し
寿
司
　
へ
だ
館
 

　
足
ガ
ニ
コ
ロ
ッ
ケ
　
　
丸
吉
 

フ
ラ
ン
ド
ル
の
ア
ッ
プ
ル
ポ
テ
ト
パ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ド
ル
 

愛
鷹
茶
　
　
マ
ル
ニ
茶
業
 

　
沼
津
ブ
ラ
ン
ド
は
市
内
で
生
産
、

加
工
、
調
理
す
る
食
料
品
が
対
象

で
全
国
に
情
報
発
信
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
分
野
の
認
定

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ラ
ス
職
 

山
田
行
雄
（
兎
月
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
製
菓
技
術
師
 

長
橋
正
幸
（
　
ト
リ
ヤ
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
食
肉
技
術
職
 

（有） 

（資） 

（有） 

（有） 

（有） 

1111月22日　水原市「水原華城」から水原市街を望む日　水原市「水原華城」から水原市街を望む 11月22日　水原市「水原華城」から水原市街を望む 

沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

1月の行事予定 
12月28日  仕事納め 
 1月 4日  仕事始め 
　  12日  新春広域懇談会 
　  20日  第５回坂本塾 
　  26日  新春会員交流会・新春講演会 
原支所 
 1月 4日  総務委員会新年顔合せ会 
 6日～8日  年末調整個別相談会 
　  17日  原支所商業部会視察研修会 
戸田支所 
 1月15日  民宿講習会 
「今後の旅行業界の動きと民宿への提言」 
 
 

2009～2010年度 国際ロータリーテーマ 

沼津西ロータリークラブ　テーマ 

　　　　　　ロータリーで仲よく 

静
岡
空
港
開
港
記
念 

韓
国
旅
行 

沼
津
市
技
能
功
労
者
表
彰
 

沼
津
ブ
ラ
ン
ド
認
定
 

愛
さ
れ
る
プ
ロ
レ
ス
を 

　
　
　
　
　
　
目
指
し
て 

　
沼
津
プ
ロ
レ
ス 

伊
東
永
悟 

沼津市商工会　ホームページアドレス　http://www.numazu-s.or.jp 
　　　　　　　メールアドレス　　　　info@numazu-s.or.jp

●沼津市商工会は青年部員（商工会会員事業所で年齢40歳未満）、女性部員を募集しています。 
　詳細は商工会へお問い合せ下さい。 

再生紙を使用しています。 

　
沼
津
市
役
所
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
収
集
課
職
員
（
環
境
整
備
士
）、

全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
ベ
ン
チ
プ
レ

ス
一
〇
〇
キ
ロ
級
二
〇
〇
九
年
日

本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
地
域
密
着
お

茶
の
間
プ
ロ
レ
ス
�
沼
津
プ
ロ
レ

ス
″
の
エ
ー
ス
「
駿
河
永
悟
」
こ

と
伊
東
永
悟
で
す
！
。
 

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
原
地
区
！
高

校
時
代
は
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、
国
体

で
七
位
。
卒
業
後
、
就
職
は
し
ま

し
た
が
夢
だ
っ
た
プ
ロ
レ
ス
の
世

界
へ
！
二
十
六
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
し

夢
を
実
現
す
る
も
怪
我
で
引
退
。

九
六
年
に
現
在
の
市
収
集
課
へ
就

職
。
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
で
九
九
年
全

日
本
一
般
四
位
。
そ
ん
な
中
〇
六

年
に
沼
津
プ
ロ
レ
ス
が
旗
揚
げ
。

四
〇
歳
間
近
、
も
う
一
度
夢
を
実

現
す
る
た
め
市
に
了
承
を
得
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
戦
！
。
六
〇
〇
人

の
観
衆
を
集
め
大
成
功
！
。
プ
ロ

レ
ス
ラ
ー
は
ヒ
ー
ロ
ー
だ
！
。
プ

ロ
レ
ス
だ
け
で
は
な
く
誰
に
も
愛

さ
れ
る
本
物
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る

た
め
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
沼
津
プ
ロ
レ
ス
は
沼
津
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
ア
ワ
ー
ド
優
秀
賞
を
受

賞
し
て
旗
揚
げ
し
、
そ
の
後
は
沼

津
燦
々
大
賞
受
賞
、
今
年
に
入
り

N
H
K
で
四
回
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
、
そ
し
て

趣
味
で
始
め
た
こ
と
が
、
一
生
懸

命
や
る
こ
と
で
周
り
の
人
に
認
め

て
も
ら
い
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で

来
ま
し
た
。
今
は
一
人
の
人
間
と

し
て
、
ま
た
、
沼
津
プ
ロ
レ
ス
エ

ー
ス
と
し
て
沼
津
を
代
表
し
、
沼

津
プ
ロ
レ
ス
と
し
て
静
岡
を
代
表

し
、
ベ
ン
チ
プ
レ
ッ
サ
ー
と
し
て

日
本
を
代
表
し
活
躍
す
る
こ
と
で
、

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
恩
返
し
が

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
来
年
三
月
二
〇
日
に
沼
津
プ
ロ

レ
ス
・
キ
ラ
メ
ッ
セ
大
会
、
四
月

一
日
〜
三
日
に
は
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
・

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
世
界

大
会
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
ば
り
ま

す
！
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静
岡
空
港
開
港
記
念
旅
行 

救
命
講
習
会
を
体
験
し
て 

青
年
部
視
察
研
修 

坂
本
塾
第
三
回
ゼ
ミ
報
告 

　
静
岡
空
港
開
港
記
念
と
し
て
、
 

韓
国
ソ
ウ
ル
三
日
間
の
旅
行
を
企
 

画
し
、
十
一
月
二
十
一
日
〜
二
十
 

三
日
に
か
け
て
参
加
者
十
七
名
で
 

行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
空
港
よ
り
二
時
間
弱
で
到
着
。
 

ソ
ウ
ル
市
内
を
見
学
し
、
夕
食
後
 

市
内
を
一
望
で
き
る
タ
ワ
ー
ヘ
。
 

夜
景
は
全
体
的
に
淡
く
安
ら
ぎ
を
 

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
光
 

景
で
し
た
。
 

　
二
日
目
は
世
界
遺
産
「
水
原
華
 

城
」
と
民
俗
村
を
見
学
。
特
に
民
 

俗
村
は
昭
和
三
十
年
代
前
半
の
日
 

本
の
農
村
風
景
に
似
て
い
て
ル
ー
 

ツ
は
此
処
か
と
い
う
感
じ
が
し
ま
 

し
た
。
翌
日
が
帰
国
で
出
発
が
早
 

い
為
、
夜
の
見
学
は
そ
こ
そ
こ
で
 

切
り
上
げ
ま
し
た
。
 

　
ソ
ウ
ル
の
印
象
で
す
が
、
町
が
 

整
然
と
し
て
奇
麗
で
し
た
。
交
通
 

も
ス
ム
ー
ズ
で
、
日
本
は
負
け
て
 

い
る
な
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
短
く
慌
た
だ
し
い
日
程
で
し
た
 

が
参
加
者
全
員
が
旅
慣
れ
て
い
る
 

こ
と
も
あ
り
、
終
日
笑
い
声
が
絶
 

え
ず
活
気
が
あ
り
、
本
当
に
楽
し
 

く
意
義
の
あ
る
記
念
旅
行
で
し
た
。
 

　
十
一
月
二
十
九
日
杉
原
勢
津
子

部
長
を
講
師
と
し
て
救
命
講
習
を

体
験
し
ま
し
た
。
救
急
車
が
着
く

迄
の
手
当
て
が
生
死
を
分
け
ま
す
。

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
に
つ
い
て
は
体
験
の
重
要
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。
人
が
倒
れ
て

い
る
時
は
 

①
自
分
が
ま
ず
冷
静
に
な
る
。
 

②
勇
気
を
持
っ
て
行
動
す
る
。
 

③
好
奇
の
目
か
ら
守
る
。
 

そ
し
て
、
何
よ
り
大
事
な
事
は
基

礎
の
救
命
技
術
を
習
得
す
る
。
毎

年
一
回
は
こ
の
講
習
を
し
て
欲
し

い
も
の
で
す
。
　
　
 

　
坂
本
塾
第
三
回
ゼ
ミ
は
、
三
島

市
の
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
南
富

士
産
業
（
株
）
の
杉
山
定
久
社
長

を
講
師
に
お
招
き
し
「
小
さ
く
て

も
キ
ラ
ッ
と
光
る
知
恵
の
大
企
業

を
目
指
す
」
と
題
し
て
講
義
を
行

い
塾
生
二
十
五
名
が
参
加
し
た
。
 

　
当
社
は
、
昭
和
十
九
年
設
立
、

も
と
も
と
は
材
木
屋
で
、
現
在
従

業
員
は
正
社
員
百
名
、
年
商
は
四

十
八
億
円
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）

で
あ
る
。
杉
山
氏
が
社
長
に
就
任

し
た
時
は
社
員
数
人
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
、
海
外
に
も
拠
点
を
持
つ

企
業
に
成
長
。
特
に
、
屋
根
外
壁

工
事
の
工
事
量
は
日
本
一
、
特
許

八
角
形
住
宅
は
日
本
で
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
で
あ
る
。
 

　
講
義
で
は
、
社
長
の
趣
味
と
い

う
徹
底
し
た
人
づ
く
り
、
夢
の
あ

る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
を
目
指
す
、

そ
し
て
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
る
と
い
う
企
業
理
念
が
熱
く
語

ら
れ
た
。
ま
た
近
年
、
長
年
の
人

脈
と
人
づ
く
り
を
活
か
し
中
国
人

留
学
生
を
対
象
に
経
営
を
教
え
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
を
展
開

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

　
講
義
終
了
後
は
、
塾
生
一
人
一

人
に
気
軽
に
声
を
掛
け
ら
れ
意
見

交
換
も
弾
み
ま
し
た
。
 

　
十
一
月
二
十
八
〜
二
十
九
日
に
 

か
け
て
滋
賀
方
面
の
視
察
研
修
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
朝
早
く
出
発
し
、
日
本
一
の
琵
 

琶
湖
を
眺
め
な
が
ら
黒
壁
ス
ク
エ
 

ア
に
到
着
。
江
戸
時
代
か
ら
大
正
 

時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
 

う
な
、
情
緒
あ
る
漆
喰
の
和
風
建
 

造
物
の
町
並
み
を
見
学
し
、
そ
の
 

後
彦
根
城
を
見
学
し
一
日
目
を
終
 

え
ま
し
た
。
 

　
二
日
目
は
近
江
八
幡
を
見
学
、
 

地
元
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
説
明
を
受
 

け
な
が
ら
、
歴
史
あ
る
建
造
物
や
 

町
並
み
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
こ
ち
 

ら
で
は
町
を
あ
げ
て
建
造
物
の
保
 

存
に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
、
 

元
々
は
商
工
会
が
町
お
こ
し
の
一
 

環
で
保
存
運
動
を
始
め
た
と
い
う
 

こ
と
で
す
。
同
じ
商
工
会
員
と
し
 

て
と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
 

そ
の
後
紅
葉
の
名
所
永
源
寺
に
立
 

ち
寄
り
一
路
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
紅
葉
 

も
堪
能
で
き
、
ま
た
会
員
同
士
の
 

交
流
も
図
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
 

に
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
 
 
　
女
性
部
　
市
川
　
久
子
 

　
　
　
青
年
部
　
 
鈴
木
　
崇
之
 

 
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
善
嗣
 

戸
田
支
部
だ
よ
り 設置作業風景 設置作業風景 

田
舎
暮
ら
し
体
験
 

 
農
業
コ
ー
ス
開
催
  
 装
い
も
新
た
に
 

    „　　新
春
会
員
交
流
会
“が
 

　
　
　
　
　
 
開
催
さ
れ
ま
す
！
 

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
来
賓
を
お
招

き
し
て
開
催
し
た
「
賀
詞
交
歓
会
 

」
を
変
更
し
、
会
員
の
皆
様
の
交

流
を
主
と
す
る
「
平
成
二
十
二
年

新
春
会
員
交
流
会
」
を
一
月
二
十

六
日
（
火
）
、
本
所
二
階
会
議
室

で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ご
出
席
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
交
流
会
に
併
せ
、
　
静

岡
経
済
研
究
所
常
務
理
事
の
中
嶋

壽
志
氏
を
招
き
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
世
界
経
済
危
機
〜
元
気
出
せ
 

！
中
小
企
業
〜
」
と
題
し
て
「
新

春
講
演
会
」
も
併
催
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。
 

　
沼
津
市
商
工
会
戸
田
支
所
と
戸

田
観
光
協
会
が
主
催
で
、
戸
田
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
後
援
を
得
て
、

十
二
月
五
日
か
ら
戸
田
港
中
央
桟

橋
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

し
ま
し
た
。
 

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
へ
だ
号
」
。

幕
末
、
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号

の
代
船
と
し
て
、
日
本
で
初
め
て

建
造
さ
れ
た
洋
式
帆
船
で
す
。
戸

田
と
ロ
シ
ア
の
友
好
の
象
徴
で
す
。

今
年
は
さ
ら
に
商
工
会
青
年
部
の

ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
戸
田
美
凛
舞
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
戸
田
ど
っ
と
こ
む
の
タ
カ

ア
シ
ガ
ニ
、
黒
潮
太
鼓
保
存
会
の

荒
波
、
渡
船
組
合
の
富
士
山
が
加

わ
り
、
拡
大
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
戸
田

港
を
美
し
く
演
出
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

は
商
工
会
と
観
光
協
会
の
共
同
事

業
と
し
て
五
年
ほ
ど
前
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
十
二
月
か
ら
翌

二
月
ま
で
戸
田
の
中
心
地
中
央
桟

橋
に
設
置
さ
れ
、
戸
田
地
区
の
住

民
と
観
光
客
に
と
て
も
好
評
で
今

日
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ

い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
み
と
れ

て
し
ま
い
、
交
差
点
の
信
号
機
が

変
わ
っ
て
も
動
か
な
い
車
が
あ
る

と
か
。
 

　
各
団
体
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

設
置
作
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

延
べ
三
日
間
で
完
成
し
ま
し
た
。

費
用
も
材
料
費
だ
け
で
約
四
十
万

円
弱
か
か
り
ま
す
。
電
源
は
役
員

が
毎
日
手
動
で
点
灯
消
灯
を
行
っ

て
い
ま
す
。
文
字
は
二
十
五
日
ま

で
は
「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
、

一
月
は
「
賀
正
」
、
二
月
は
「
歓

迎
」
に
変
わ
り
ま
す
。
景
気
の
低

迷
で
や
や
も
す
る
と
暗
く
な
り
が

ち
な
昨
今
、
せ
め
て
心
の
中
は
灯

り
を
と
も
し
続
け
た
い
も
の
で
す
。
 

　
十
二
月
九
日
か
ら
二
泊
三
で
田

舎
暮
ら
し
体
験
（
農
業
コ
ー
ス
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
直
前
に
二

組
四
名
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
り
、

一
組
二
名
の
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夫
婦
だ
け
の
参
加

で
し
た
。
 

　
初
日
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
戸
田
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ぐ
り
、
二
日
目
は
一
日

中
み
か
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採
り
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業
、
三
日
目
は
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動
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講
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。
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ん
、
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妻
、
商

工
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戸
田
の
人

と
の
ふ
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い
、
出
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い
が
一
番

楽
し
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し
か
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た
と
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想
を
述

べ
て
帰
り
ま
し
た
。
 

　
今
年
で
五
年
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経
過
し
た
交
流

居
住
事
業
（
田
舎
暮
ら
し
体
験
）

も
総
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を
行
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時
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が
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ま
し
た
。

補
助
金
を
頂
い
て
商
工
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実
施

す
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形
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ら
、
お
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何
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方
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静
岡
空
港
開
港
記
念
旅
行 

救
命
講
習
会
を
体
験
し
て 

青
年
部
視
察
研
修 

坂
本
塾
第
三
回
ゼ
ミ
報
告 

　
静
岡
空
港
開
港
記
念
と
し
て
、
 

韓
国
ソ
ウ
ル
三
日
間
の
旅
行
を
企
 

画
し
、
十
一
月
二
十
一
日
〜
二
十
 

三
日
に
か
け
て
参
加
者
十
七
名
で
 

行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
空
港
よ
り
二
時
間
弱
で
到
着
。
 

ソ
ウ
ル
市
内
を
見
学
し
、
夕
食
後
 

市
内
を
一
望
で
き
る
タ
ワ
ー
ヘ
。
 

夜
景
は
全
体
的
に
淡
く
安
ら
ぎ
を
 

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
光
 

景
で
し
た
。
 

　
二
日
目
は
世
界
遺
産
「
水
原
華
 

城
」
と
民
俗
村
を
見
学
。
特
に
民
 

俗
村
は
昭
和
三
十
年
代
前
半
の
日
 

本
の
農
村
風
景
に
似
て
い
て
ル
ー
 

ツ
は
此
処
か
と
い
う
感
じ
が
し
ま
 

し
た
。
翌
日
が
帰
国
で
出
発
が
早
 

い
為
、
夜
の
見
学
は
そ
こ
そ
こ
で
 

切
り
上
げ
ま
し
た
。
 

　
ソ
ウ
ル
の
印
象
で
す
が
、
町
が
 

整
然
と
し
て
奇
麗
で
し
た
。
交
通
 

も
ス
ム
ー
ズ
で
、
日
本
は
負
け
て
 

い
る
な
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
短
く
慌
た
だ
し
い
日
程
で
し
た
 

が
参
加
者
全
員
が
旅
慣
れ
て
い
る
 

こ
と
も
あ
り
、
終
日
笑
い
声
が
絶
 

え
ず
活
気
が
あ
り
、
本
当
に
楽
し
 

く
意
義
の
あ
る
記
念
旅
行
で
し
た
。
 

　
十
一
月
二
十
九
日
杉
原
勢
津
子

部
長
を
講
師
と
し
て
救
命
講
習
を

体
験
し
ま
し
た
。
救
急
車
が
着
く

迄
の
手
当
て
が
生
死
を
分
け
ま
す
。

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
に
つ
い
て
は
体
験
の
重
要
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。
人
が
倒
れ
て

い
る
時
は
 

①
自
分
が
ま
ず
冷
静
に
な
る
。
 

②
勇
気
を
持
っ
て
行
動
す
る
。
 

③
好
奇
の
目
か
ら
守
る
。
 

そ
し
て
、
何
よ
り
大
事
な
事
は
基

礎
の
救
命
技
術
を
習
得
す
る
。
毎

年
一
回
は
こ
の
講
習
を
し
て
欲
し

い
も
の
で
す
。
　
　
 

　
坂
本
塾
第
三
回
ゼ
ミ
は
、
三
島

市
の
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
南
富

士
産
業
（
株
）
の
杉
山
定
久
社
長

を
講
師
に
お
招
き
し
「
小
さ
く
て

も
キ
ラ
ッ
と
光
る
知
恵
の
大
企
業

を
目
指
す
」
と
題
し
て
講
義
を
行

い
塾
生
二
十
五
名
が
参
加
し
た
。
 

　
当
社
は
、
昭
和
十
九
年
設
立
、

も
と
も
と
は
材
木
屋
で
、
現
在
従

業
員
は
正
社
員
百
名
、
年
商
は
四

十
八
億
円
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）

で
あ
る
。
杉
山
氏
が
社
長
に
就
任

し
た
時
は
社
員
数
人
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
、
海
外
に
も
拠
点
を
持
つ

企
業
に
成
長
。
特
に
、
屋
根
外
壁

工
事
の
工
事
量
は
日
本
一
、
特
許

八
角
形
住
宅
は
日
本
で
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
で
あ
る
。
 

　
講
義
で
は
、
社
長
の
趣
味
と
い

う
徹
底
し
た
人
づ
く
り
、
夢
の
あ

る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
を
目
指
す
、

そ
し
て
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
る
と
い
う
企
業
理
念
が
熱
く
語

ら
れ
た
。
ま
た
近
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、
長
年
の
人

脈
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づ
く
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中
国
人

留
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を
対
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経
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え
、

グ
ロ
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バ
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。
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。
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滋
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。
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イ
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、
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の
町
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み
を
見
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、
そ
の
 

後
彦
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城
を
見
学
し
一
日
目
を
終
 

え
ま
し
た
。
 

　
二
日
目
は
近
江
八
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見
学
、
 

地
元
の
ガ
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ド
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に
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明
を
受
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な
が
ら
、
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史
あ
る
建
造
物
や
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み
を
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賞
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。
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で
は
町
を
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造
物
の
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存
に
取
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ん
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る
そ
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で
、
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は
商
工
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が
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お
こ
し
の
一
 

環
で
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存
運
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を
始
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と
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う
 

こ
と
で
す
。
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商
工
会
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と
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と
て
も
感
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を
受
け
ま
し
た
。
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の
後
紅
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の
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所
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に
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り
一
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路
に
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ま
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今
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は
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能
で
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ま
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会
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同
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の
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「
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会
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の
皆
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の
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「
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成
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を
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は
さ
ら
に
商
工
会
青
年
部
の

ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
戸
田
美
凛
舞
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
戸
田
ど
っ
と
こ
む
の
タ
カ

ア
シ
ガ
ニ
、
黒
潮
太
鼓
保
存
会
の

荒
波
、
渡
船
組
合
の
富
士
山
が
加

わ
り
、
拡
大
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
戸
田

港
を
美
し
く
演
出
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

は
商
工
会
と
観
光
協
会
の
共
同
事

業
と
し
て
五
年
ほ
ど
前
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
十
二
月
か
ら
翌

二
月
ま
で
戸
田
の
中
心
地
中
央
桟

橋
に
設
置
さ
れ
、
戸
田
地
区
の
住

民
と
観
光
客
に
と
て
も
好
評
で
今

日
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ

い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
み
と
れ

て
し
ま
い
、
交
差
点
の
信
号
機
が

変
わ
っ
て
も
動
か
な
い
車
が
あ
る

と
か
。
 

　
各
団
体
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

設
置
作
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

延
べ
三
日
間
で
完
成
し
ま
し
た
。

費
用
も
材
料
費
だ
け
で
約
四
十
万

円
弱
か
か
り
ま
す
。
電
源
は
役
員

が
毎
日
手
動
で
点
灯
消
灯
を
行
っ

て
い
ま
す
。
文
字
は
二
十
五
日
ま

で
は
「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
、

一
月
は
「
賀
正
」
、
二
月
は
「
歓

迎
」
に
変
わ
り
ま
す
。
景
気
の
低

迷
で
や
や
も
す
る
と
暗
く
な
り
が

ち
な
昨
今
、
せ
め
て
心
の
中
は
灯

り
を
と
も
し
続
け
た
い
も
の
で
す
。
 

　
十
二
月
九
日
か
ら
二
泊
三
で
田

舎
暮
ら
し
体
験
（
農
業
コ
ー
ス
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
直
前
に
二

組
四
名
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
り
、

一
組
二
名
の
ご
夫
婦
だ
け
の
参
加

で
し
た
。
 

　
初
日
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
戸
田
め
ぐ
り
、
二
日
目
は
一
日

中
み
か
ん
採
り
作
業
、
三
日
目
は

不
動
産
物
件
案
内
と
定
住
者
の
講

話
で
し
た
。
参
加
者
は
今
回
の
田

舎
暮
ら
し
体
験
で
は
、
戸
田
塩
の

菰
田
さ
ん
、
み
な
と
の
駅
の
ご
婦

人
達
、
民
宿
つ
る
さ
ん
の
奥
さ
ん
、

は
ま
ゆ
う
の
里
の
門
村
夫
妻
、
商

工
会
の
石
原
さ
ん
な
ど
戸
田
の
人

と
の
ふ
れ
あ
い
、
出
逢
い
が
一
番

楽
し
く
嬉
し
か
っ
た
と
感
想
を
述

べ
て
帰
り
ま
し
た
。
 

　
今
年
で
五
年
が
経
過
し
た
交
流

居
住
事
業
（
田
舎
暮
ら
し
体
験
）

も
総
括
を
行
う
時
期
が
き
ま
し
た
。

補
助
金
を
頂
い
て
商
工
会
が
実
施

す
る
形
態
か
ら
、
お
客
さ
ん
が
何

を
求
め
て
い
る
か
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
、
民
宿
業
者
自
ら
が
企
画

実
施
す
る
方
向
へ
転
換
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

戸
田
港
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
 

テーマ　今後の旅行業界の 
　　　　　　動きと民宿への提言 
講師　　ＪＴＢグループ　 
　　　　　　　　　　篠崎　宏様 
日時　　平成22年1月15日（金） 
　　　　　　　　　        午後2時 
場所　　沼津市商工会戸田支所 
主催　　沼津市商工会 
　　　　戸田温泉民宿組合　　　 
　　　　　　　　    ＊入場無料＊ 

（財） 

第2弾　民宿講習会のご案内 
 

高足ガニとエビカニづくしの磯料理 

                     TEL 0558-94-3333 
フリーダイヤルTEL 0120-04-1260 
ホームページ　http://.tokiwaya.info

創業明治参年 味わいの宿 

（3）　第 22 号 第 22 号（2） 平成21年12月号  平成21年12月号 

企業の繁栄と社会貢献 

支部長　中島寿之 
沼津法人会　戸田支部 

食中毒予防の決め手はあなたの手 

支部長　真野雄二 
沼津食品衛生協会 戸田支部 

事務局　沼津市商工会　戸田支所 
　　　　0558-94-2224

〒410-3402　 
沼津市戸田美浜海岸3878-20 
TEL 0558-94-3048（代） 
URL http://www.isaba.co.jp 
 



理
事
会 

 
表
彰
・
認
定 

  
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

輝
く
職
人
さ
ん

輝
く
職
人
さ
ん
 

輝
く
職
人
さ
ん

輝
く
職
人
さ
ん
 

輝
く
職
人
さ
ん
 

松
本
明
様
 

松
　
新
 

　„
松
新
“
は
、
市
営
原
団
地
の

南
に
位
置
し
、
焼
肉
・
和
食
・
鍋

物
か
ら
定
食
・
折
り
詰
め
料
理
、

そ
し
て
宴
会
・
法
事
・
祝
い
事
ま

で
巾
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。
昭

和
五
十
九
年
に
開
店
し
て
、
今
年

で
二
十
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
 

　
厨
房
で
腕
を
奮
っ
て
い
る
料
理

人
の
松
本
明
（
四
十
一
才
）
氏
に

伺
い
ま
し
た
。
料
理
専
門
学
校
を

卒
業
後
四
年
間
の
修
業
を
行
い
、

父
親
の
経
営
す
る
こ
の
店
の
料
理

人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
を

し
て
い
て
最
高
の
喜
び
は
、
お
客

様
の
「
お
い
し
か
っ
た
」
の
一
言

だ
そ
う
で
す
。
料
理
に
対
し
て
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
「
旬
の
食

材
多
く
を
用
い
た
料
理
を
提
供
す

る
こ
と
」
そ
れ
は
美
味
し
さ
に
つ

な
が
る
と
も
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
「
現
在
も
少
し
使
っ
て

い
る
が
、
愛
鷹
牛
を
本
格
的
に
用

い
た
料
理
を
作
っ
て
み
た
い
」
と

取
材
中
も
試
作
に
挑
ん
で
い
ま
し

た
。
研
究
熱
心
な
一
面
を
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

帰
り
際
、
美
味
し
そ
う
な
焼
肉
の

匂
い
に
思
わ
ず
唾
液
を
呑
み
込
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
久
保
田
　
正
彦
 

　
　
　
　
師
　
走
 

 
年
末
、
組
織
基
盤
強
化
月
間
（
 

巡
回
）
で
会
員
宅
を
回
る
と
、
景

気
の
厳
し
さ
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
肌
で

感
じ
る
。
年
を
越
す
た
め
、
わ
ず

か
数
十
万
円
の
運
転
資
金
を
何
と

か
し
た
い
と
、
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た

相
談
を
受
け
る
。
す
ぐ
に
日
本
政

策
公
庫
の
マ
ル
経
資
金
で
対
応
し

た
。
 

　
多
く
の
事
業
所
で
は
、
年
末
に

商
品
の
棚
卸
を
行
う
。
私
も
こ
の

時
期
に
は
業
務
（
仕
事
）
の
棚
卸

を
行
い
、
未
実
施
の
業
務
を
洗
い

出
す
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

会
員
の
カ
ル
テ
（
相
談
処
理
票
）

の
整
理
も
行
う
。
業
務
の
棚
卸
を

行
う
と
自
然
に
仕
事
の
成
果
や
反

省
が
頭
に
入
り
、
来
年
に
向
け
て

の
方
向
性
や
目
標
が
見
え
て
く
る
。

そ
の
意
味
で
棚
卸
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
、
と
言
え
る
。
 

　
商
工
会
は
年
が
明
け
る
と
す
ぐ
、

会
員
の
年
末
調
整
と
決
算
指
導
が

始
ま
る
。
今
年
世
間
で
は
「
事
業

仕
分
け
」
が
流
行
し
た
。
こ
れ
か

ら
商
工
会
は
帳
簿
の
仕
訳
作
業
が

待
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
早
め
に
確

定
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｉ
 

経
営
指
導
員
だ
よ
り
 

　
平
成
二
十
一
年
度
の
本
商
工
会

会
員
の
市
技
能
功
労
者
表
彰
の
受

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

氏
 
　
名
（
事
業
所
名
）
　
職
種
 

山
本
　
智
（
山
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

　
　
　
　
　
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
職
 

石
原
　
勝
（
石
原
理
髪
店
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
容
師
 

有
本
義
之
（
有
本
写
真
店
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
師
 

鈴
木
廣
一
（
鈴
木
硝
子
店
）
 

　
本
年
度
か
ら
沼
津
ブ
ラ
ン
ド
認

定
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
第
一
回

目
の
選
考
（
食
料
品
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
商
工
会
会
員
の
認
定

品
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

認
定
品
　
事
業
所
名
 

戸
田
塩
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
戸
田
塩
の
会
 

楽
旨
茶
　
石
田
茶
業
 

井
田
塩
　
お
く
だ
荘
 

お
く
だ
荘
の
と
こ
ろ
て
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
だ
荘
 

へ
だ
港
は
ん
ぺ
ん
 

　
　
　
沼
津
市
商
工
会
戸
田
支
所
 

へ
だ
た
ち
ば
な
　
沼
津
市
戸
田
 

　
　
　
　
　
中
核
農
業
者
協
議
会
 

駿
河
湾
深
海
魚
押
し
寿
司
　
へ
だ
館
 

　
足
ガ
ニ
コ
ロ
ッ
ケ
　
　
丸
吉
 

フ
ラ
ン
ド
ル
の
ア
ッ
プ
ル
ポ
テ
ト
パ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ド
ル
 

愛
鷹
茶
　
　
マ
ル
ニ
茶
業
 

　
沼
津
ブ
ラ
ン
ド
は
市
内
で
生
産
、

加
工
、
調
理
す
る
食
料
品
が
対
象

で
全
国
に
情
報
発
信
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
分
野
の
認
定

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ラ
ス
職
 

山
田
行
雄
（
兎
月
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
製
菓
技
術
師
 

長
橋
正
幸
（
　
ト
リ
ヤ
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
食
肉
技
術
職
 

（有） 

（資） 

（有） 

（有） 

（有） 

1111月22日　水原市「水原華城」から水原市街を望む日　水原市「水原華城」から水原市街を望む 11月22日　水原市「水原華城」から水原市街を望む 

沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

1月の行事予定 
12月28日  仕事納め 
 1月 4日  仕事始め 
　  12日  新春広域懇談会 
　  20日  第５回坂本塾 
　  26日  新春会員交流会・新春講演会 
原支所 
 1月 4日  総務委員会新年顔合せ会 
 6日～8日  年末調整個別相談会 
　  17日  原支所商業部会視察研修会 
戸田支所 
 1月15日  民宿講習会 
「今後の旅行業界の動きと民宿への提言」 
 
 

2009～2010年度 国際ロータリーテーマ 

沼津西ロータリークラブ　テーマ 

　　　　　　ロータリーで仲よく 

静
岡
空
港
開
港
記
念 

韓
国
旅
行 

沼
津
市
技
能
功
労
者
表
彰
 

沼
津
ブ
ラ
ン
ド
認
定
 

愛
さ
れ
る
プ
ロ
レ
ス
を 

　
　
　
　
　
　
目
指
し
て 

　
沼
津
プ
ロ
レ
ス 

伊
東
永
悟 

沼津市商工会　ホームページアドレス　http://www.numazu-s.or.jp 
　　　　　　　メールアドレス　　　　info@numazu-s.or.jp

●沼津市商工会は青年部員（商工会会員事業所で年齢40歳未満）、女性部員を募集しています。 
　詳細は商工会へお問い合せ下さい。 

再生紙を使用しています。 

　
沼
津
市
役
所
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
収
集
課
職
員
（
環
境
整
備
士
）、

全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
ベ
ン
チ
プ
レ

ス
一
〇
〇
キ
ロ
級
二
〇
〇
九
年
日

本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
地
域
密
着
お

茶
の
間
プ
ロ
レ
ス
�
沼
津
プ
ロ
レ

ス
″
の
エ
ー
ス
「
駿
河
永
悟
」
こ

と
伊
東
永
悟
で
す
！
。
 

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
原
地
区
！
高

校
時
代
は
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、
国
体

で
七
位
。
卒
業
後
、
就
職
は
し
ま

し
た
が
夢
だ
っ
た
プ
ロ
レ
ス
の
世

界
へ
！
二
十
六
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
し

夢
を
実
現
す
る
も
怪
我
で
引
退
。

九
六
年
に
現
在
の
市
収
集
課
へ
就

職
。
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
で
九
九
年
全

日
本
一
般
四
位
。
そ
ん
な
中
〇
六

年
に
沼
津
プ
ロ
レ
ス
が
旗
揚
げ
。

四
〇
歳
間
近
、
も
う
一
度
夢
を
実

現
す
る
た
め
市
に
了
承
を
得
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
戦
！
。
六
〇
〇
人

の
観
衆
を
集
め
大
成
功
！
。
プ
ロ

レ
ス
ラ
ー
は
ヒ
ー
ロ
ー
だ
！
。
プ

ロ
レ
ス
だ
け
で
は
な
く
誰
に
も
愛

さ
れ
る
本
物
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る

た
め
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
沼
津
プ
ロ
レ
ス
は
沼
津
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
ア
ワ
ー
ド
優
秀
賞
を
受

賞
し
て
旗
揚
げ
し
、
そ
の
後
は
沼

津
燦
々
大
賞
受
賞
、
今
年
に
入
り

N
H
K
で
四
回
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
、
そ
し
て

趣
味
で
始
め
た
こ
と
が
、
一
生
懸

命
や
る
こ
と
で
周
り
の
人
に
認
め

て
も
ら
い
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で

来
ま
し
た
。
今
は
一
人
の
人
間
と

し
て
、
ま
た
、
沼
津
プ
ロ
レ
ス
エ

ー
ス
と
し
て
沼
津
を
代
表
し
、
沼

津
プ
ロ
レ
ス
と
し
て
静
岡
を
代
表

し
、
ベ
ン
チ
プ
レ
ッ
サ
ー
と
し
て

日
本
を
代
表
し
活
躍
す
る
こ
と
で
、

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
恩
返
し
が

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
来
年
三
月
二
〇
日
に
沼
津
プ
ロ

レ
ス
・
キ
ラ
メ
ッ
セ
大
会
、
四
月

一
日
〜
三
日
に
は
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
・

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
世
界

大
会
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
ば
り
ま

す
！
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